
近年の、外国での記憶から：承前（以前からの続きを）

11期 長岡 正利

『やまざと』昨年号までに続いて、今回も、近年の外国

での写真を紹介させて頂きます。

その１4：ロシア･ｶﾑﾁｬｯｶへのクルーズ船添乗と､

船中での講師の旅

毎回、これまでの外国での山歩きなどを紹介させて頂

いておりまして、前号では、2018年のタイからビルマ

(ﾐｬﾝﾏｰ)山間部の国境までと、ネパールヒマラヤの山を。

今回のご紹介は、頼まれてのクルーズ船添乗です。

｢日本クルーズ客船(株)｣の｢ぱしふぃっくびいなす｣号

(旅客定員620名･乗組員約210名)で、右の様な旅を。

色んな経緯がありまして、わが奥様も講師ｱｼｽﾀﾝﾄでの

乗り組みとなりまして、日本からは11日間も隔絶された

生活。毎日が割烹料亭と高級ホテルでの食卓の様で、往

復洋上での計４回の講演と、現地カムチャッカの山での

ちょっとしたご案内だけで、後はまったくご自由に、と

いう日々でした。以下、どうぞ、写真にてご覧下さい。

下は、出航後の幹部船員挨拶と､７階エントランスにて

の華やな演奏。 同階オープンバーとツアーデスクでの。

（旅客乗船準備中の船内７階ｴﾝﾄﾗﾝｽと、オープンバー ）

(クルーズ旅程と､長岡登場ページ：同社パンフの一部)

（クルーズ船内の賑わい：同社パンフの一部）

（横浜大桟橋から、見送りを受けて出港。）
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頼まれたのは、カムチャッカへの往路で２回の講

演(上写真：復路でも追加２回)でした｡

船は、ロシア･カムチャツカ地方の首府｢ペトロパ

ブロフスク･カムチャツキー｣（左図：アバチャ湾の

内奥にあって、対岸にはロシア太平洋艦隊の基地）

に接岸。２泊の係留中は、ロシア領土と同様の扱い

(ロシアの法令が適用)となって、船内にはロシアの

国旗が。

ビザ(査証)なし渡航の扱いとなりまして、工事中

の岸壁へロシア官憲が出張(下写真)なされて、下船

時のパスポ ート入国押印のみ。入出国管理ビルは

工事中･素通り(下右写真)で、壁面の表示文字から

は、今後の、露本土･米･中･日からの大勢の来訪客

が期待されているらしい、新開地の様子でした。

準備されていたオプショナルツアーには参加しない小生らは、市内へ適宜散策に。下写真は

ロシア正教の木造小祠堂。僻遠のこの地では、いまだ、信仰も健在の。

右下は、市内の｢自由市場｣(ソ連邦時代の呼称)での豊富な海産物で、価格数値は１Kgあたりの

ルーブル金額です。1001ubが､邦貨約¥200。日本では味わえない様な、見事な干物でした。

クルーズ船の旅での､カムチャッカ上陸はペトロパプ

ロフスク市内と､希望者はアバチャ山の中腹散策へ｡

（地図は､ソ連邦参謀本部50万分1地形図の一部）

（依頼講演の１回目：右は､その冒頭スライド。）
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オプションのアバチャ山麓､花の散策に同行。花の名でしたら、小生も少しは役に立ちます。

カムチャッカは、既に秋です。もう新雪の来たコリヤーク山(4321m)と、アバチャキャンプ。火

山の広大な山腹斜面にはまだ残雪が多い中で、消えた雪渓沿いの谷間にはまだまだ花が。

日本の高山帯でよく見る花々が、消えた雪渓沿いなどでは、まだまだ咲いておりました。

上中央の花、インディアン･ペイントブラシは、ここから北米にかけて分布。その次がエゾツツ

ジで、右上のハクサンイチゲから下のコケモモまで、日本の北アルプスの各地で、普通に見ら

れる花々です。 右はロシアの民芸品、入れ子構造(同じ形･模様の人形が少しずつ小さくなって

組み込まれている)のマトリューシカですが、よく見ますと、プーチンさんが居心地の悪そうな

顔で。左下隅にはヨシフ･スターリンさんの人形も覗いています。

口約束･お世辞ながらの、「大変好評(参加旅客400名弱)につき､３年後にも再催行を」の筈は、

コロナ禍収束近い雰囲気の中での突然のウクライナ侵攻で、「ロシアへ」は、思いもよらぬ水泡

と消えました。下の写真は、前々回のカムチャッカでアバチャ山頂(2741m)同道の、オリガさん。

（一連の稿は、KUWV-OB会のHP中、「会報Web版」からご覧頂きますと、カラーでの閲覧が可能です。）

HP上でご覧頂く場合は、拡大してご覧下さい。拙稿挿入写真はＡ３でご覧を前提の解像度です。

乗船の｢日本クルーズ客船(株)｣の｢ぱしふぃっくびいなす｣号は、https://www.venus-cruise.co.jp/#1

アバチャ湾内･洋上での全周眺望：11期OB-加藤様によるWeb掲出 http://urx.blue/YS2R

ここで、念のためのご説明を：拙稿ページは、全部を筆者が作ったものです。２年前に、投稿は個人４ページ･

支部８ページ以内、写真は１ページにつき２枚まで（その挿入編集に手間を要す故か？） とお定めになりまし

た。じつは以前からですが、編集の労の低減に資するようにと、拙稿は上述のように自身で編集してPDFで提

出しております。それゆえに、規定とは関わりなく写真がたくさん掲出のページとさせて頂いております。

なお、毎号の執筆ご常連各位にも、｢写真沢山の稿の編集お引き受け可」との事前ご連絡を差し上げました｡

皆さん､どうなさっていらっしゃるかなぁ？
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『やまざと』近年号では、毎回、外国の山歩きなどを紹介させて頂いておりました。

日本にもこだわりを持っている地は色々ありまして､下は､郷里すぐ近くの､高校生時代からの。
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